
政府備蓄米の無償交付
手引き

令和７年７月
農林水産省農産局穀物課

フードバンク



食育の一環として、ごはん食の推進を支援します
未来を担うこどもたちに、
ごはん食のおいしさや重要性を知ってほしい。

フードバンク

１ 食育の一環として、ごはん食の推進に取り組む営利を目的としな
い食事食材提供団体その他食事又は食材を提供する取組を行う団
体（以下「直接提供団体」といいます。）に食品を無償で提供するた
めの活動を行う団体に政府備蓄米を交付します。

２ 主な要件は次のとおりです。
①法人格を有していること
②団体として１年以上の活動実績があること
③「食品寄附ガイドライン」に基づく食品の取扱いを行っていること
④地方公共団体と連携した取組を行っていること など

３ 政府備蓄米は、精米での交付となります。また、上限数量は、申
請団体ごとに、当該団体における前年度の食品取扱実績の1/5以
内（50トンを上限）です。

４ 交付した数量を適切に使用し、適切に使用報告（または、特例とし
て使用予定報告）を行った場合に追加申請が可能です。

５ 申請受付期間は、随時定め、農林水産省ホームページ
（https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/bichikumai.html）でお
知らせします。

フードバンクへの政府備蓄米の無償交付について

（お問い合わせ先）
農林水産省農産局穀物課消費流通第１班
（ダイヤルイン：０３－３５０２－７９５０ 対応時間：９時～17時）

（12～13時を除く）

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/bichikumai.html
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政府備蓄米の無償交付時に係る手続き

１ 政府備蓄米の交付申請（フードバンク→農林水産省が委託した第三者機関）
・交付申請書を農林水産省が委託した第三者機関（以下「第三者機関」といいます。）に提出してください。具体的な提出先
（メールアドレスなど）は、農林水産省ホームページでお知らせします。

２．農林水産省からの連絡（第三者機関→フードバンク）
・交付申請（使用計画等）の内容確認とともに引渡方法の説明、確認を行います。基本的には第三者機関から説明、連絡等が行わ
れますが、状況により、農林水産省から説明、連絡等が行われる場合があります。

３．政府備蓄米の交付決定書の送付（第三者機関→フードバンク）
・交付申請内容の確認後、第三者機関から「交付決定書」を送付します（交付決定は農林水産省で実施しますが、交付決定書の送
付は第三者機関から行われます）。また、交付決定の内容は、農林水産省ホームページで公表します。
※交付決定後の政府備蓄米の引渡（配送）は、保管倉庫から配送業者を通じて配送先（フードバンク）へお届けします。なお、
一度に全ての数量を配送するのではなく、おおむね６か月（６回）に分割し、その間、毎月配送を行います。

４．政府備蓄米の使用報告（フードバンク→第三者機関）※交付申請書と同じ提出先

・政府備蓄米の使用を完了した日から１カ月以内に、あるいは、交付決定日から１年を経過しても使用が完了していないときは交
付決定日の１年後から１カ月以内に、必ず報告してください。

※政府備蓄米の交付実績があるにもかかわらず、➀使用報告を怠った場合、②農産局長が使用報告書に不備があると判断し、その不
備が補正されない場合、③未使用の米がある場合は、追加の交付申請を行うことができません（特例として、おおむね２カ月以内に
全量の使用を終える旨の使用予定報告を提出した場合を除く） 。
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政府備蓄米の無償交付に関する手続き

③交付決定書の通知

④政府備蓄米の引渡し

交付決定者
（フードバンク）

交
付

第三者機関
（国）

引
渡
し

申
請

②申請者への連絡（申請内容の確認）

①交付申請書の提出（申請数量、使用計画等）

交付申請者
（フードバンク）

第三者機関
（国）

交付決定者
（フードバンク）

⑤使用報告（使用完了後１カ月以内）
使
用

交付決定者
（フードバンク） 第三者機関

（国）
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【様式２号 交付申請書】

政府備蓄米の交付申請時に必要な書類（フードバンク用）

３

交付申請に必要な申請様式（フードバンク用）

１．【様式２号】 交付申請書 (Ｐ３)

２．【様式２号－別紙４－① 使用計画書】 (Ｐ４～６)

３．【添付書類】（P６)

(1)団体の体制が分かるもの
・定款又は登記事項証明書（申請書に法人番号を記載した
場合は不要）

(2)活動状況が分かるもの
・前年度の食品等の取扱実績（総量）が分かる書類
・前年度の提供先団体とそれぞれの提供数量が分かる書類

(3)【様式２号－別紙４－１－②】誓約書 (P７)

(4)【様式２号－別紙４－１－②（別添）】自己申告書 (P７)

※農林水産省HPのQ&A
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/bichikumai.html

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/bichikumai.html


４

【様式２号－別紙４－② 使用計画書１】

（記載例）

【様式２号－別紙４－② 使用計画書２】

（記載例）



【様式２号－別紙４－② 使用計画書３】

５

（記載例）



６

【様式２号－別紙４－② 使用計画書４】 （記載例）



【様式２号－別紙４－１－② 誓約書】 【様式２号－別紙４－1－② 別添 自己申告書】

７

（記載例）



政府備蓄米の交付決定時にお渡しする書類

【様式３号 交付決定書】

〇交付決定書（第三者機関→フードバンク）

１ 交付申請書を審査し、申請内容が認められた場合に、
「交付決定書（様式３号）」をフードバンクに通知
します。

２ 引渡しの方法は、保管倉庫から配送業者を通じて
配送先にお届けします（配送日時の指定はできません）。
※なお、一度に全ての数量を配送するのではなく、おお

むね６か月（６回）で分割し、その間、毎月配送を行い
ます。
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政府備蓄米の使用報告時に必要な書類

【様式８－３号－② 使用報告書】 〇使用報告の提出について

  １ 政府備蓄米の使用結果を記載の上、交付申請書の提出先に、備蓄米の使用を完
了した日から１カ月以内に、必ず報告してください。
また、交付決定日から１年経過後も政府備蓄米の使用残がある場合は、その使用

状況を記載の上、交付申請書の提出先に、交付決定日の１年後の日から１カ月以
内に、必ず報告して下さい（様式は、使用を完了した場合の様式と同じです）。

  ２ 追加交付の申請を行う場合は、先に交付を受けた取組について報告し、報告内容
について、完了を受けるか、特例として、おおむね２カ月以内に全量の使用を終える
旨の使用予定報告書を提出しなければ、追加の交付申請はできません。

３ 使用報告書の提出の際は、「月別使用報告書」と「提供団体一覧表」を添付してく
ださい。

【様式８－３号－② 月別使用報告書】

（記載例）

（記載例）
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【様式８－３号－② 提供団体一覧表】

10

（記載例）



交付された政府備蓄米の使用が終わる前に交付申請を行うため、使用予定報告を提出する場合

【様式８－３号－② 使用報告書】 〇使用予定報告の提出について

  １ 交付された政府備蓄米の使用が終わる前に交付申請を行う場合は、おおむね２か
月以内に全量の使用を終える旨の使用予定報告書を提出する必要があります。

２ 使用予定報告では、様式８－３号－①と月別使用報告書のみを提出してください。
月別使用報告書は、これまでの使用実績を記載いただくほか、予定になる月の後
ろに「見込」と記載いただき、使用予定を記載してください。

３ 使用予定報告を提出した交付分について、使用が終了しましたら、１か月以内に通
常どおり使用報告書（９ページ）を提出してください。
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【様式８－３号－② 月別使用報告書】

（記載例）

（記載例）



【様式８－３号－② 提供団体一覧表】

12

（記載例）


	政府備蓄米の無償交付�手引き
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15

